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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年4月8日(2010.4.8)

【公開番号】特開2007-274680(P2007-274680A)
【公開日】平成19年10月18日(2007.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2007-040
【出願番号】特願2007-58449(P2007-58449)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ   3/66     (2006.01)
   Ｈ０３Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ   3/03     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ   3/354    (2006.01)
   Ｈ０３Ｌ   7/081    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｋ   3/66    　　　　
   Ｈ０３Ｌ   7/00    　　　Ｄ
   Ｈ０３Ｋ   3/03    　　　　
   Ｈ０３Ｋ   3/354   　　　Ｂ
   Ｈ０３Ｌ   7/08    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦続接続されたＭ段（Ｍは正の偶数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦ｉ≦
Ｍの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1の論
理積をとる論理積回路と、前記論理積回路出力の論理和を取る論理和回路と、前記遅延回
路の初段目の出力Ｄ1の否定論理ＸＤ1および前記遅延回路の最終段目の出力ＤMの論理積
ＸＤ1ＤMが偽の間の所定のタイミングに信号を出力する論理回路と、前記論理回路出力が
真のとき前記論理積回路または前記論理和回路の少なくとも一方を非活性にする手段とを
備えたことを特徴とするパルス発生回路。
【請求項２】
　前記論理積回路は電流モードロジック回路により構成されその入力は前記遅延回路出力
からインバータおよび常時オンのトランスミッションゲートを介して接続されたことを特
徴とする請求項１に記載のパルス発生回路。
【請求項３】
　縦続接続されたＭ段（Ｍは正の偶数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦ｉ≦
Ｍの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1の論
理積をとる論理積回路と、前記論理積回路出力の論理和を取る論理和回路とで構成される
パルス発生回路であって、前記論理積回路は４つの入力端子ａ、ｂ、Ａ、Ｂと２つの出力
端子ＸａｂおよびＸ（Ｂ＋ｂＡ）を持つ電流モードロジック回路であり、前記a端子は前
記ＸＤi-1に、ｂ端子は前記Ｄiに、Ａ端子は前記のＸＤi-1の否定Ｄi-1に、Ｂ端子は前記
遅延回路のｉ段目出力の否定ＸＤiを遅延させた信号に接続されて構成されることを特徴
とするパルス発生回路。
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【請求項４】
　前記論理積回路または論理和回路の少なくとも一方は前記論理回路出力が真のときにバ
イアス電流が低減されるよう制御される電流モードロジック回路により構成されることを
特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載のパルス発生回路。
【請求項５】
　縦続接続されたＮ＋１段（Ｎは正の整数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦
ｉ≦Ｎの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1

の論理積をとる第１の論理積回路と、前記遅延回路のｉ段目の出力Ｄiの否定論理ＸＤiお
よび前記遅延回路のｉ＋１段目の出力のＤi+1の論理積をとる第２の論理積回路と、前記
第１の論理積回路出力が真のとき第１の電位レベルに前記第２の論理積回路出力が真のと
きに第２の電位レベルに接続しそれ以外のときは第３の電位レベルに接続するスイッチ手
段と、前記遅延回路の初段目の出力Ｄ1の否定論理ＸＤ1および前記遅延回路の最終段目の
出力ＤN+1の論理積ＸＤ1ＤN+1が偽の間の所定のタイミングに信号を出力する論理回路と
、前記論理回路出力が真のとき前記第１の論理積回路および前記第２の論理積回路を非活
性にする手段とを備えたことを特徴とするパルス発生回路。
【請求項６】
　縦続接続されたＮ＋１段（Ｎは正の整数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦
ｉ≦Ｎの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1

の論理積をとる第１の論理積回路と、前記遅延回路のｉ段目の出力Ｄiの否定論理ＸＤiお
よび前記遅延回路のｉ＋１段目の出力のＤi+1の論理積をとる第２の論理積回路と、前記
遅延回路の初段目の出力Ｄ1の否定論理ＸＤ1および前記遅延回路の最終段目の出力ＤN+1

の論理積ＸＤ1ＤN+1が真の間の所定のタイミングに信号を出力する論理回路と、前記第１
の論理積回路出力と前記論理回路出力がともに真のとき第１の電位レベルに前記第２の論
理積回路と前記論理回路出力がともに真のときに第２の電位レベルに接続しそれ以外のと
きは第３の電位レベルに接続するスイッチ手段とを備えたことを特徴とするパルス発生回
路。
【請求項７】
　縦続接続されたＮ＋１段（Ｎは正の整数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦
ｉ≦Ｎの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1

の論理積をとる第１の論理積回路と、前記遅延回路のｉ段目の出力Ｄiの否定論理ＸＤiお
よび前記遅延回路のｉ＋１段目の出力のＤi+1の論理積をとる第２の論理積回路と、前記
遅延回路の初段目の出力Ｄ1の否定論理ＸＤ1および前記遅延回路の最終段目の出力ＤN+1

の論理積ＸＤ1ＤN+1が真の間の所定のタイミングに信号を出力する論理回路と、前記第１
の論理積回路出力が真のとき第１の電位レベルに前記第２の論理積回路出力が真のときに
第２の電位レベルに接続し前記論理回路出力が真のとき第３の電位レベルに低インピーダ
ンスで接続するスイッチ手段とを備えたことを特徴とするパルス発生回路。
【請求項８】
　縦続接続されたＭ段（Ｍは正の偶数）の遅延回路と、前記遅延回路のｉ（ｉは１≦ｉ≦
Ｍの偶数）段目の出力Ｄiおよび前記遅延回路のｉ－１段目の出力の否定論理ＸＤi-1の論
理積をとる論理積回路と、前記論理積回路出力の論理和を取る論理和回路とで構成される
パルス発生回路であって、前記遅延回路は入力される信号が真から偽に変化するときに所
定の遅延量の信号遅延を、入力信号が偽から真に変化するときは前記所定の遅延量より大
きな遅延量の信号遅延を行うよう制御されていることを特徴とするパルス発生回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】パルス発生回路
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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